
　孤立しがちな認知症高齢者や、病気・障がいのある人への支援員の
対応方法について学びます。
　認知症や障がいのある人と関わるためのコミュニケーション法や、
当事者家族、周辺住民への理解を進める方法などについて講義を
行うほか、演習をとおして課題に対しどのような対応を
行っていくかを共有することで理解を深め、その人に
あった支援を行っていくことを目的としています。

令和元年度 
岩手県高齢者等サポート拠点職員等研修事業

 2019年
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会 場
釡石・大槌地域産業育成センター

定 員　60人

申込締切　10月4日（金）

9:30～16:30

金

認知症や

障がいを

抱えた住民への

理解と支援

講師：永坂  美晴
兵庫県明石市社会福祉協議会 地域総合支援センター

地域支え合い推進担当係長

1995年の阪神淡路大震災の折、仮設住宅担当
として被災者支援に従事。
　当初より地区担当の望海在宅介護支援センターの職員
として、地域住民と保健医療福祉のつなぎ役となり奔走。
　2011年の東日本大震災発生の際、ボランティアとして被
災現場支援に従事する。平成23年度より開始された宮城県
被災者支援従事者研修事業・岩手県高齢者等サポート拠点
職員等研修事業で講師を多く務め、現場の言葉で自身の
経験を交えながら伝えることを常に心掛けている。
　2018年4月より明石市の第一層生活支援
コーディネーターとなる。

プログラム（予定）

 9:30〜10:00　開会・あいさつ
　　　　　　　 オリエンテーション

10:00〜12:30　認知症や障がいのある人への理解

13:30〜15:00　支援の方法

15:00〜15:30　地域で支え合うために

15:30〜16:00　質疑応答

16:00〜16:30　ふりかえり

●お問い合わせ

主　　催：岩手県
実施機関：全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）研修担当
　　　　　〒981-0932　宮城県仙台市青葉区木町16-30 シンエイ木町ビル1階
　　　　　TEL：022-727-8731　FAX：022-727-8737



電話番号

訪問エリア

仮設住宅　　・　　借り上げ民間住宅　　・　　在宅　　・　　災害公営住宅

安否確認　　・　　イベント企画　　・　　サロン運営　　・　　集会所運営

資格なし　　・　　介護福祉士　　・　　社会福祉士　　・　　社会福祉主事
保健師　　・　　介護支援専門員　　・　　看護師　　・　　ホームヘルパー＿＿級
介護職員初任者研修　　・　　介護職員実務者研修　　・　　保育士
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※あてはまるもの全てに◯を付けてください。

※あてはまるもの全てに◯を付けてください。

現在の業務の従事期間　　　年　　　　ヶ月

住宅訪問　　・　　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

借り上げ公営住宅　　・　　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

FAX番号

訪問頻度

参加ご希望の方は、下記の申込書に必要事項をご記入の上、FAXまたは郵送にてお申し込み下さい。

・

令和元年度 岩手県高齢者等サポート拠点職員等研修事業

認知症や障がいを抱えた住民への 理解と支援
申込締切  10月4日（金）

10/11 金

受講申込書

災害公営住宅での自治会の
形成から運営、地域との連携

12月5日（木）
釡石・大槌地域産業育成センター

東北福祉大学 総合マネジメント学部 教授  高橋 誠一
社会福祉法人福祉広医会 悠悠タウン基町 副施設長 藤原 美喜


